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平成 22年度・千葉県での本県選手団開会式入場行進（写真提供：茨城新聞社）

代表質問（要旨） 白
田　

信
夫

　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

長
谷
川　

修
平

　
　
　
（
民　
　

主　
　

党
）

井
手　

義
弘

　
　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

江
田　

隆
記

　
　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

●
質
問
者

白
田
信
夫
議
員
（
自
民
）
国
体
の
開

催
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
ば
か
り
で

な
く
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
、

本
県
の
さ
ら
な
る
発
展
の
契
機
に
も

な
る
も
の
と
期
待
す
る
。
二
巡
目
の

国
体
招
致
を
表
明
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

知
事　

検
討
の
結
果
、
開
・
閉
会
式

の
縮
小
や
既
存
施
設
の
有
効
活
用

等
、
大
会
運
営
と
施
設
整
備
の
徹

底
し
た
簡
素
化
に
努
め
る
こ
と
に

よ
り
、
大
幅
な
経
費
縮
減
が
可
能

と
の
結
論
に
至
っ
た
。
県
体
育
協
会

か
ら
も
開
催
要
望
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
三
十
一
年
に
第

七
十
四
回
国
民
体
育
大
会
を
開
催
し

た
い
。

議
員　

茨
城
空
港
や
北
関
東
自
動
車

道
な
ど
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
進
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
県
は
こ
う
し

た
変
化
を
最
大
限
に
活
用
し
、
本
県

を
一
層
の
発
展
に
つ
な
げ
る
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
県
民
に
示
し
、
元
気
な

い
ば
ら
き
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
県
で
は
、
県
政
運
営

の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
る
が
、
知
事
は
新
し
い
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
県

政
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
伺

う
。

知
事　

引
き
続
き
産
業
大
県
づ
く
り

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を

活
か
し
、
県
民
誰
も
が
安
全
、
安
心
、

快
適
に
暮
ら
せ
る
「
生
活
大
県
」
を

目
指
す
。
そ
の
た
め
、
医
師
確
保
や

子
育
て
支
援
な
ど
に
よ
り
、「
住
み

よ
い
い
ば
ら
き
」
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、

「
人
が
輝
く
い
ば
ら
き
」
の
実
現
を

国
民
体
育
大
会
の
招
致
は

平
成
三
十
一
年
に
開
催
し
た
い

目
指
す
。
さ
ら
に
、産
業
が
集
積
し
、

雇
用
の
場
が
確
保
さ
れ
、
交
流
が
盛

ん
な
「
活
力
あ
る
い
ば
ら
き
」
づ
く

り
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

議
員　

国
の
緊
急
保
証
制
度
や
県
の

緊
急
経
済
対
策
融
資
は
三
月
限
り
で

終
了
し
て
し
ま
う
。
中
小
企
業
に
対

す
る
融
資
の
拡
充
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
雇
用
情
勢
は
回
復
と
は
ほ
ど
遠

い
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
て
雇
用
対
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

知
事　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
及
び
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
融
資
等
の
新
規
融
資
枠
を

五
百
九
十
億
円
拡
充
す
る
な
ど
、
資

金
調
達
の
支
援
に
努
め
る
。
ま
た
、

当
面
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の
雇

用
対
策
と
と
も
に
安
定
し
た
雇
用
の

場
の
確
保
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員  

建
設
業
は
、
社
会
資
本
の
整

備
を
通
じ
て
経
済
発
展
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
地
域
防
災
面
で
も
重
要
な

役
割
を
担
う
基
幹
産
業
で
あ
る
。
地

域
貢
献
度
が
高
く
、
技
術
力
に
優
れ

た
県
内
建
設
業
者
が
評
価
さ
れ
る
環

境
づ
く
り
や
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の

強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
建
設
業
界
の
育
成
を
図
る
観

点
か
ら
、
県
内
建
設
業
者
の
経
営
強

化
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
と
支
援

策
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

県
内
建
設
業
者
が
施
工
可
能

な
公
共
工
事
は
、
原
則
と
し
て
県
内

業
者
に
発
注
す
る
。
資
金
繰
り
支
援

と
し
て
、
昨
年
十
二
月
か
ら
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
を
図
り
、
利
用
が

増
加
し
て
い
る
。
入
札
参
加
資
格
審

査
に
お
い
て
は
、
県
内
業
者
を
対
象

に
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
災
害
時

の
活
動
実
績
や
消
防
団
協
力
事
業
所

の
認
定
等
に
新
た
な
加
点
措
置
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
低
入
札

価
格
調
査
に
つ
い
て
二
月
以
降
徹
底

し
た
調
査
を
行
い
、
品
質
低
下
や
下

請
け
へ
の
し
わ
寄
せ
が
懸
念
さ
れ
る

入
札
に
つ
い
て
失
格
と
す
る
こ
と
と

し
た
。

議
員　

平
成
十
五
年
度
か
ら
開
始
し

た
「
茨
城
農
業
改
革
」
は
、
農
業
産

出
額
が
全
国
第
二
位
に
返
り
咲
く
な

ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
他
方
、

経
営
環
境
の
不
安
定
化
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
減
少
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を

含
む
包
括
的
な
経
済
連
携
の
動
向
な

ど
、
社
会
情
勢
は
劇
的
に
変
化
し
て

い
る
。新
た
な
農
業
改
革
大
綱
で
は
、

激
し
さ
を
増
す
国
内
外
の
産
地
間
競

争
に
打
ち
勝
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
を
認
識
し
た
う
え
で
、

ど
の
よ
う
な
方
向
を

打
ち
出
す
の
か
。

知
事  

「
食
料
」
分
野

で
は
生
産
基
盤
の
整

備
、
エ
コ
農
業
茨
城

の
一
層
の
推
進
、
戦

略
的
な
販
売
活
動
の

展
開
等
、「
農
業
」
分

野
で
は
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
産
物
の
品

質
向
上
・
加
工
の
推

進
等
に
よ
る
儲
か
る

農
業
の
実
現
、
担
い

手
の
就
農
か
ら
定
着

ま
で
の
対
策
、「
農
村
」

分
野
で
は
生
活
環
境

等
の
総
合
的
整
備
、

教
育
・
交
流
体
験
や

都
市
農
村
交
流
の
推

進
な
ど
、
情
勢
変
化

を
先
取
り
し
改
革
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼

環
境
税
の
成
果
、
郷

土
愛
醸
成
と
郷
土
愛

教
育
、
治
安
の
確
保

対
策
な
ど
も
質
問
）

　第１回定例会での代表質問及び一般質
問の模様は、議会ホームページの録画中
継で常時ご覧になれます。また、質問内
容（全文）は、５月下旬ごろホームペー
ジの会議録検索システムに掲載予定です。

  県議会ホームページ
  http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

お知らせ

　

い
ば
ら
き
の
新
時
代
に
向
け
、
本
県
の
優
位
性
で
あ
る
広
域

交
通
体
系
や
科
学
技
術
の
集
積
を
活
か
し
た
諸
方
策
に
つ
い
て

調
査
検
討
す
る
た
め
、
三
月
二
十
二
日
の
本
会
議
で
、
元
気
な

い
ば
ら
き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員

構
成
は
十
六
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　

磯
崎
久
喜
雄

副
委
員
長　

田
所　

嘉
徳

委　
　

員　

加
藤　

明
良

　

〃　
　

石
川　

多
聞

　

〃　
　

森
田　

悦
男

　

〃　
　

桜
井　

富
夫

　

〃　
　

石
井　

邦
一

　

〃　
　

常
井　

洋
治

　

〃　
　

鶴
岡　

正
彦

委　
　

員　

飯
岡　

英
之

　

〃　
　

鈴
木　

定
幸

　

〃　
　

石
田　
　

進

　

〃　
　

鈴
木　

亮
寛

　

〃　
　

青
山　

大
人

　

〃　
　

田
村
け
い
子

　

〃　
　

飯
田　

智
男

　

二
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
県
の
予
算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算

審
査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

委
員
長　

白
田　

信
夫

副
委
員
長　

小
田
木
真
代

委　
　

員　

川
津　
　

隆

　

〃　
　

福
地
源
一
郎

　

〃　
　

伊
沢　

勝
徳

　

〃　
　

萩
原　
　

勇

　

〃　
　

神
達　

岳
志

　

〃　
　

西
野　
　

一

　

〃　
　

山
岡　

恒
夫

　

〃　
　

海
野　
　

透

　

〃　
　

錦
織　

孝
一

委　
　

員　

先
﨑　
　

光

　

〃　
　

本
澤　
　

徹

　

〃　
　

島
田　

幸
三

　

〃　
　

荻
津　

和
良

　

〃　
　

葉
梨　
　

衛

　

〃　
　

佐
藤　

光
雄

　

〃　
　

菅
谷
憲
一
郎

　

〃　
　

高
崎　
　

進

　

〃　
　

臼
井
平
八
郎

　

〃　
　

細
谷　

典
男

　

〃　
　

大
内
久
美
子

元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

予
算
特
別
委
員
会
の
新
人
事
決
ま
る


